























日時／2018 年 11 月 10 日㈯ 13：00～17：00
会場／札幌学院大学B館⚑階 B101 教室
はじめに：文化遺産と地域振興
札幌学院大学人文学部教授 臼杵 勲 1
基調講演
北海道の旧石器文化
東京大学大学院人文社会系研究科教授 佐藤 宏之 3
報告⚑
置戸町黒耀石原産地における札幌学院大学の調査
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はじめに：文化遺産と地域振興
札幌学院大学人文学部教授 臼 杵 勲
近年、疲弊する地方の活性化を進めるための資源の一つとして、文
化活動や文化遺産の活用が注目されている。平成 20 年の歴史まちづ

























































































































































がて LGM 直前の 25,000 年前頃になるとこれらの大型動物が絶滅し
た。古北海道半島でも、古本州島に遅れて、20,000 年前頃に大型動物






























































































































































































が高くなった。白滝産黒曜石は縄文時代草創期になると 750 km 離れ
た新潟県下にも運ばれている（Sato & Tsutsumi 2007、佐藤 2010、佐
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山地 ( 中・高位段丘を含む )







































































1層：暗褐色土層 ( 表土層 )
2 層：褐色土層 ( 主な遺物包含層 )
3 層：黄褐色土層 ( ローム層 )
4 層：灰黄褐色土層 ( ローム層 )































































片 74,789 点、石核 19 点、敲石の可能性のある資料⚑点、原石 13,561
点の 88,946 点である。第⚑次発掘調査の調査区⚒の出土資料をあわ
せると、尖頭器 119 点、細石刃核⚑点、スクレイパー⚔点、二次加工
ある剝片 21 点、剝片・砕片 79,722 点、石核 26 点、敲石の可能性のあ



































































KAKENHI Grant Number 16K16942 の成果の一部である。
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道指定文化財が⚓件（有形⚓）、町指定文化財が 32 件（有形 29、有形



















































ガラス製品 17 点、木製品 129 点、
漆器 10 点、金属製品 338 点、石製





























































































































































































形 アッシ H5.8.10 生地はオヒョウ。刺繍糸は紺木綿。
23
有










































































































































































































































































































































































































































































































































































た、⽛訪日外国人旅行者数⽜は、2017 年には約 3.5 倍の 2869 万人まで
64










2020 年 2030 年
訪日外国人旅行者数 4000 万人 6000 万人
訪日外国人旅行消費額 8兆円 15 兆円
地方部での外国人宿泊者数 7000 万人泊 1億 3000 万人泊
外国人リピーター 2400 万人 3600 万人














































1982 年 茨城県に生まれる。2006 年 明治大学文学部卒






































大 國 充 彦





2019 年⚒月 12 日 発行
発 行 札幌学院大学総合研究所
江別市文京台 11 番地
(011)386－8111
印 刷 ㈱アイワード
ISBN 978-4-904645-07-9
文化遺産と地域振興
札幌学院大学総合研究所
札幌学院大学総合研究所
佐藤　宏之
大塚　宜明
塚田　直哉
浅野　正樹
BOOKLET No.11
BOOKLET No.11
?????????
???????????
ISBN978-4-904645-07-9
札幌学院大学総合研究所シンポジウム
